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適正 要改善

管理について ○

運営について ○

事業実施結
果について

○

・施設の特性に合わせて適切に職員の配置を行った。
・管理運営業務向上のため、新型コロナウイルス感染症を意識した接遇研
修及びスキルアップ研修に参加した。
・各種保守点検業務を実施し、適切に施設の維持管理を行った。
・緊急連絡網を整備するほか、年2回防災訓練を実施するなど、防災体制が
整備されていた。
・個人情報保護に関する規程を定め、個人情報保護体制の整備がされてい
た。
・紙の再利用、古紙の分別回収及び節電など、環境に配慮した取組が実施
されていた。

令和3年度「青森産業展示館」に係る事業報告書等評価結果

　青森産業展示館については、一般社団法人青森市産業振興財団が指定管理者として施設の管
理運営を行っています。
　令和3年度の事業報告書等に基づき、指定管理者による施設の管理運営状況について確認、
検証し、下記のとおり評価しました。

評価実施日　　令和4年7月21日

青森産業展示館

　産業・産品の催事活動等を積極的に展開することによって、常に新しい産業の
交流促進を図り、本市産業基盤の強化に資するとともに、広く市民の多目的な利
用に供することを目的とする。

青森市第二問屋町4丁目4-1

【名　称】一般社団法人青森市産業振興財団
【代表者】理事長　細井　仁
【住　所】青森市第二問屋町4丁目4-1

平成30年4月1日　から　令和5年3月31日　まで（5年間）

評価項目 検証結果
評価結果

・施設の利用は、先着順を基本とし、競合の場合は調整し適切に対応して
いた。
・新型コロナウイルス感染症の影響により、イベント開催団体との情報交
換会の開催はできなかったが、利用申込時等でのニーズ把握や、館内の意
見箱設置により利用要望を把握し管理運営に活かしている。
・地域で開催される合同清掃や交通安全指導、防災研修に参加したほか、
献血活動に協力するなど、地域や関係団体との連携を図った。
・ホームページによるイベント開催情報や施設利用案内の提供により、利
用者のサービス向上に努めていた。

・令和3年度の利用実績は、令和2年度に引き続き新型コロナウイルス感染
症の影響により令和元年度に比して催事は31件減の27件、利用率は
12.9％減の30.6％であった。
・新型コロナウイルス感染症の影響により、津軽海峡交流圏による農産物
等の普及を目的とした自主イベントや、外食産業や農産物の販売促進を目
的とした共催イベントなどの大規模行事の実施ができなかったが、利用者
の利便性向上のため館内のWi-Fiを増設し、利用率向上に向けた取組が実施
されていた。
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収支決算書
について

○

【担当課】青森市経済部経済政策課
【電　話】017-734-5227
【メール】keizai-seisaku@city.aomori.aomori.jp

・収支決算書を確認した結果、施設管理や事業運営に必要な経費が適切に
支出されていた。

【総合評価】

・管理運営、事業実施及び収支決算書について、仕様書等に基づき適正に実施されていた。
・利用実績は、令和2年度に引き続き新型コロナウイルス感染症の影響により令和元年度に比
べ減少したものの、利用者の利便性向上のため、館内のWi-Fiを増設し、利用率向上に向けた取
組がなされていた。
・令和4年度も新型コロナウイルス感染症の感染防止に向けた取組を継続しつつ、施設の利用
促進に努めていただきたい。

【改善が必要な項目についての指導等及び改善策】
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